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鐘友美術展関西展も本年で

の鐘紡には絵画部があり、故佐野正男氏指導のもと、月一度の写生会等の行事と共

に展覧会が開催されました。現在は、絵画ばかりでなく、様々な分野の作品が集結

する展覧会へと発展致しました。

 高度成長期に歴史を重ねた鐘紡には『生産』『販売』の根底に、創作活動や芸術作

品を愛でることを通し企業全体へ品格や総合力を兼ね備えよう、という考え方があ

ったように思います。日本のものづくりに宿る誇りとも言えましょう。

鐘紡はクラシエという名称に変化し発展し続

諸先輩方によって培われた精神が根付いていると言えるのではないでしょうか。同

じ時代を謳歌した皆様、また皆様を支えておられる多くの方々と共に

と交流の場を持てる、ということは大きな喜びです。

 鐘友美術関西展開催が、参加して下さった全ての皆様のますますのご発展の糧と

なりますよう、心より願っております。
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上野晶男 装う女 上野晶男 夢想の花 佐藤弘美 12 月のギリシャ 

   
水野枝理 かなたへ 水野枝理 想い 大槻和彦 ノムラモミジ 

 

 

大槻和彦  

簾の上のオマールエビ 

伊郷武治 風景 生川香保里 刻 

  
野坂典子 おともだち 野坂典子 あらた 谷口高志 大内宿の夜景 

 



 

生水俊彰 空即是色 2616-1 生水俊彰 空即是色 2616-2 井垣健 郡上八幡の街 

 

 

井垣健 名張城下川 伊藤陽一 三田の里山 笠原栄次 孫次郎 

   

笠原栄次 小姫 増渕章 笑尉 増渕章 小面 

  

 
増井清二 志摩英虞湾 増井清二 ならまち・元興寺 神崎誠 秋の光 



 
 

 

 

岡本進

木下弘子

岸統

岡本進 ある農家

木下弘子 春節祭の行列

岸統 湖畔の秋

 

ある農家 

春節祭の行列 

湖畔の秋 

木下弘子

 
寺西良夫

下田耕

神崎誠 初夏の風

木下弘子 サンバチーム

スタンバイ

寺西良夫 ダイヤモンド

ダスト

下田耕 日本の原風景

初夏の風 

サンバチーム 

スタンバイ 

ダイヤモンド 

ダスト 

日本の原風景 

 

 

 

土岐令子

岸統 氷瀑夕照

野口威 吉峯寺の

枝垂れ桜

土岐令子 潮騒 

氷瀑夕照 

吉峯寺の 

枝垂れ桜 

 

 

 



 

橋本幾子

野口威 アメリカヒドリ

上西達郎 

ランディング

橋本幾子 

吉本眞知子
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片山まり

西田武司 

川原正富 

 長  谷川洋子

片山まり 作品 A

 ウイーン市庁舎

 Le Temps 22

谷川洋子 作品２
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作品２ 
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渡辺眞美
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山崎一雄 中国の諺 
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三木欽治 ジャランジャラン 2 三木欽治 ジャランジャラン 1 
佐野勝彦 温室のコーヒー 

テーブル 

   
     宮本とし美 作品Ａ 霞末由可利 ヒマワリ 霞末由可利 スミレ 
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